研究発表募集/Call for paper

2009日中韓シンポジウム/China-Japan-Korea Symposium on Analytical Chemistry

討論主題

日中韓分析化学の最前線 / Frontier of the Analytical Chemistry in China, Japan and Korea.

大会委員長：中村　洋（(社)日本分析化学会会長・LC研究懇談会委員長）

2004年以来(社)日本分析化学会の支援の元で開催してきた日中韓分析研究交流会（China-Japan-Korea Symposium:CJK Symposium）は、この度(社)日本分析機器工業会（JAIMA）の協力を得て第6回目の研究会を開催します。今までの活動で着実に交流の成果を上げてきました。交流会を企画した当初は帰国留学生たちのネットワークも弱く、研究室も立ち上がったばかりでした。会を重ねる毎に帰国した留学生の研究室の実力も上がり、日本との交流も深まってきております。今回は幕張メッセ国際会議場にて「日中韓分析化学シンポジウム」として分析展前日（9月1日）に研究交流会と初日午前中（9月2日）に特別セミナーを開催します。

研究交流会では9月1日の研究発表を募集いたします。発表形式は招待講演が口頭発表、一般発表がポスターになります。ポスター発表は情報交換と交流を目的に行ないます。新技術説明会での発表や既発表のものも歓迎いたします。要旨は英語ですが、ポスターは図表とアブストラクトが英語であれば結構です。発表の公用語は英語としますが、日本語でコミュニケーションが取れる場合はその限りではありません。中国語、韓国語も歓迎します。

発表申し込みは、添付の書式で要旨を作成し、事務局（GC研究懇談会前田）宛送付してください。8月31日、9月1日の意見交換会への参加可否も記入ください。受付確認の返信を受け取った時点で参加登録とさせていただきます。ふるってご参加お願いいたします。

参加のみの方：8月31日、9月1日、意見交換会の参加を記入し、できる限り早めに事務局宛連絡ください（参加人数把握に御協力ください）。

歓迎会：8月31日

2009年9月1日（10時から17時）シンポジウムとポスター発表

2009年9月2日（9時から11時まで）特別セミナー

場所：幕張メッセ国際会議場

意見交換会：9月1日（千葉ビール園で開催）

重要な日程

・6月一般講演募集、ホームページで開催案内

・7月末要旨締切（発表登録数など確定）

・8月中旬広告締切

ポスター発表担当委員：三上委員（東海大学）、手嶋委員（愛知工業大学）、佐藤委員（長崎国際大学）、和田委員（島津）、古野委員（GLサイエンス）、本田委員（日立）

講演要旨、事前登録送り先（参加登録を兼ねる）：E-mail:maeda-t@aist.go.jp

JAIMAカンファレンス案内文

9月1日の研究交流会

主催：(社)日本分析化学会ガスクロマトグラフィー・液体クロマトグラフィー・イオンクロマトグラフィー・フローインジョクション分析、環境分析各研究懇談会 （日中韓分析研究交流会）、

後援：(社)日本分析機器工業会、(社)日本分析化学会

日時:　9月1日(火) 10:00～17:40（ポスター発表13時から14時）

場所：国際会議場　2階　国際会議室

研究交流会参加費（10時から17時40分）：5000円
意見交換会参加費（18時30分から20時）：5000円 
事前登録:要　E-mail:maeda-t@aist.go.jp
問合せ先：前田恒昭　((独)産業技術総合研究所,計測標準研究部門,計量標準システム科)　

E-mail:　maeda-t@aist.go.jp、Fax:029-861-4125

URL: http://www.jsac.or.jp/~gc/　（最新情報はホームページで確認ください）

ランチョンセミナー：先着50名にランチ提供　

9月2日の特別セミナー

日時： 9月2日（水）09:00～11:00

場所：国際会議場　2階　国際会議室

参加費：無料

事前登録:不要

	時間
	タイトル
	講演者（所属）

	09：00～09:20
	中国における分析手法開発
	Dr. Yuki HASHI　（Shimadzu Corporation）

	09：20～09:50
	韓国食品安全規格と分析法
	Dr. Jeaho HA　（Korea Food Research Institute）

	09:50～10:20
	韓国環境分析学会の活動と研究最前線
	Prof. Gon OK　（Pukyuong Natl. Univ.）

	10:20～11:00
	中国分析化学会の活動と研究最前線
	Prof.林金明　（清華大学）

	11:00
	閉会の挨拶
	大会委員長　中村　洋教授　（東京理科大学）
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